いくつかの無駄

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香山光郎 （作家）
石碑の濫立

  平南地方を旅行致しますと、道傍に多くの石碑が見られます。特に江西、龍岡あたりは林立といつていゝ位でした。○○先生紀念碑とか、某區長頌徳碑とかいふもので、本人しか解らないほどの無名の人の石碑なのです。部落の人たちが石碑を立てるからには、何か功績があるのでせう。その功績に對する部落民の感謝報恩の情のあらはれといふならば、むげに非難もいたしまねますが、問題は石碑によつて紀念される御本人の態度です。當然辭退すべきでないでせうか。數百圓乃至數千圓の費用をかけて、石碑を立てゝ貰つて、安閒として居る、何々先生やら、某區長さんやらの御氣持が解りませぬ。石碑を建てゝ貰ふ條件で、金壹封を寄付したなどいふにいたつては、言語道斷で聞く方が恥かしい位です。

　墓標にしても同様で、あんな大きな石を遠くから船車に積んで來るなんて、實に國家の運輸力を無視した話です。大袈裟な墓標を立てる[の]が寺ではないはずです。

　大同門外には澤山石碑の材料が積まれて居りました。これは船で運ばれたのでせう。順川驛には大きな石碑が三つも、菰囘みで寢かしてありました。何故こんな無駄なことを許してあるのでせう。しかも決戰下の今日この頃ぢやありませぬか。こんな荷物こそ斷然輸送を禁ずべきです。
　石碑は忠臣義士か眞に地方のために獻身的な一生を捧げたものか、また國の功勞者で、その地方の誇りとなり、生きた教訓になるやうな人格者のために建てらるべきです。さういふ功勞もない者のために石碑を建てることは、國財の無駄づかひになるばかりでなく、建てられ[た]本人の恥晒らしいといふものです。
妾とその使用人

　私は某避暑地で、幾人かの貴婦人風の女を見ました。彼等はいづれも、この田舎では見られぬ大變立派な身装をしてゐましたが、いづれもばあや一人と十四五歳の女の子一人を連れて來て居ります。ところが彼等はいづれも、妾ださうです。こどもがないのを見ると生殖能力のないものゝ妾なのでせう、實に不生産的で、しかも大消費者の標本です。かういふ種類の女が朝鮮にどれだけゐるか、統計は知りませぬが、京城、平壤はじめ大都市には餘程の數に上るものと思ひます。何故かといふに、大都市の金持は、二人や三人の妾をもつてゐるものが[ざ]らにありますから。かりに一人の妾が、それぞればあや一人、女の子一人を使用するとすれば、一萬人の妾は、本人合わせて、三萬人の國家の勞力を浪費する勘定となります。しかも、一人が二人以上の女を娶るためには、一人の女も娶れない男がそれだけあるはづです。彼等をして、妾を止めさせ、その主人をして、妾を圍ふに要した費用を獻納させるべきではないでせうか。ことに指導者階級にあるものゝ畜妾は、自肅すべきではないでせうか。さういふものゝために、食糧やその他を配給するのは、勤勞階級のために濟まない氣が致します。まして、全然生殖能力のない男の畜妾は、斷然制裁すべきで、これは人口問題［と］風紀問題にも關することでせう。
地面と草と人と

　田舎を歩いて居りますと、遊休地面や利用不十分な地面の多いのに驚きます。或人は、朝鮮の地面をもつと合理的に利用したら、今の人口の倍は喰つて行けるだらうといつてゐました。どんな山の斜面でも玉蜀黍や馬鈴薯や南瓜のならないところはないさうです。これと家畜と組み合はせたらとても上等な獻立になるのださうです。平南の山間部では、場所を定めて、火田を奬勸することになつて私の旅行中にも火田の火入れといふものを見ましたが、火田産の食糧の調理法を教へることが必要かと思はれました。玉蜀黍や馬鈴薯だけで、お米に劣らないおいしい御馳走が出來るのださうです。
　山の畑を階段状にすること［と］、石を拾ふことゝは耕地面積を擴めるのと同じ効果があるでせう。それからあの無盡蔵の草を刈つて堆肥を作つたらどうでせう。堆肥用草三百貫がお米二石に相當するさうです。
　農村勞力の不足を訴へる聲を方々で聞きましたが、部落の組織の仕様によつては、現在のまゝの人口で勞力價値を倍加することが出來るのではないでせうか。共同作業、共同炊事、託兒などはその主なものでせうが、どの部落にもまだまだ遊休者が少からずあるやうでした。

� 1943年9月『金融組合』掲載（実物未見）





